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1．はじめに
　本論では、John　DonneがW，　B．　Yeatsに与えた影響を中心に、彼が如
何にヴィクトリア朝の伝統から抜け出し、近代詩人への変貌を遂げたの
かを見ていく積りである。従来、Ezra　Poundが彼の言葉遣いを荒々しく、
つまり、彼の詩法をモダン化したという神話的エピソードがその起点と
されて来た。確かに、20歳年の離れたPoundの活力は、　Yeatsの壮年期
の推進力となり、彼がイマジズムやヴォーテシズムといった、当時の文
学運動に参加する機会を作っている。特にPoundがE．　F．　Fenollosaから
受け継ぎ、Yeatsに齎した能の研究は、その劇作を根本から変化させた
と言えよう。T．　S．　Eliotが、彼を「90年代のマイナーな生き残り」から
「卓越した同世代人」と見直したのは、その詩からではなく、能の様式
を初めて取り入れた、戯曲At・the・Hawk’s・Well（1917）からであったこと
はそれを証明する1）。
　しかし、最近これは見直されて、Poundが詩の方向性を決定する際、
Yeatsが遥かに大きな役割を果たしたことの方が明らかになりつつあ
る。彼のイマジストとしての美学の発展は、中期Yeatsの統語法や言い
回しの素朴さを吸収せずにはあり得なかったのだ。また、そのエピソー
107
学習院大学人文科学論集）皿（2004）
ドが余りに強調されて来たため、Yeatsの出発点がヴィクトリア朝の人
間であったことを、変貌を遂げるまで困難な道程を辿ったことを見過ご
させる。YeatsのDonne発見について、前半ではDonneをどのように理
解したかを、後半ではどのように吸収していったかを論じる。
2．Donneへの関心
　YeatsがDonneに強い興味を持ったのは、1912年と断定出来る。この
年にH．J．　C．　Grierson編纂のThe　Poems｛of　John　Donneが出版されるが、
Yeatsは本人からこの書を贈られ、目を通している。次の引用はそのと
きにYeatsが書いた礼状（11月14日）である。
Ihave　been　USin　it　COnStantl　and　find　that　at　laSt　I　Can　UnderStand　DOnne．a
Your　notes　tell　me　exactly　what　I　want　to　know，　Poems　that　I　could　not
understand　or　could　but　understand　are　now　clear　and　1　notice　that　the　more
recise　and　learned　the　thou　ht　the　reater　the　beaut　　the　assion；b　the　intri一
cac　and　subtleties　of　his　ima　inationc　are　the　length　and　depths　of　the　fur－
row　made　by　his　passion．2）
　下線部aではGriersonの功績に対し、最高の賛辞を述べるが、それが
決してお世辞でないことは、その後の文章から判断出来よう。そして
Donneの詩の印象を、下線部bでは「思考が精密で博学である程、美し
さやpassionが大きくなる」と記し、下線部cでは「想像力の微妙と複
雑」としているが、それは、Yeatsが自身のその後の詩作で、何よりも
必要としたものであろう。
　Louis　MacNeiceは、　passionを如何に表現すべきかが、常にYeatsの課
題であったと言い、初期に、彼が「詩はpassionを生き生きと保つため
に存在する」と考え、Edmund　Spenserを初めとする伝統の詩形に固執
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したこと、「観察とは関りのないpassion」を欲したことに着目する。そ
して、その最たる例として、詩“The　Lake　lsle　of　lnnisfree”（1890）を挙
げている。W，　H．　AudenやWilliam　Shakespeareのように観察力に富めば、
噴水の水面を浮き沈みする小さなボールに注目し、良きにしろ悪しきに
しろ、それは違う詩になったと述べた後、「だが、もし観察を用いたな
ら、この詩はこれ程passionateにはならなかったとYeatsが思っていた
のは間違っている。観察も思考もpassionに反しはしない。　Donneを御
覧あれ」と言っている3）。
　同様にRichard　Ellmannも、　Yeatsの初期の詩“The　Travail　of　Passion”
（1896）を論じた際、Donneのような資質が欠けていると指摘する。こ
の詩の最終行、“Lilies　of　death－pale　hope，　roses　of　passionate　dream”
（p．172）4）での百合と薔薇は、キリストの頬の白さと赤さ、その純潔と情
熱、「希望」と「夢」を表わしていると認めつつも、「Donneならやって
のけたであろう、力強い宗教的なイメージとそれらの特別な用法を保証
する力が不足している」と論じたのである5）。
　Harold　Bloomは、「Grierson版の喜びの後でも、　YeatsのDonneは、ロ
マン派の伝統のDonne、倭小化されたP，　B．　Shelleyとしての詩人に留ま
っている」と、その影響を否定するが6）、しかし、次の四人の見解は異
なる。一人目のEdward　Engelbergは、「Donne詩集で見出した個人の葛
藤のドラマが、Yeatsを自分の装飾的な詩形に立ち入らせた」とその影
響の強さを認め7＞、二人目のRichard　Greavesは、　Donneが「詩法を通じ
て自己を表現する手本」になったと言い8）、三入目のER．　Leavisは、
Yeatsの前期から後期への変化は「Thomas　CampionからDonneに至る
変化」を思わせ、「17世紀の性質と同質のものへと転換した」と評す
る9）。
　四人目のT．RHennは、　Grierson版と同年に出版された、　Yeatsの詩
集The　Green　Helmet（1912）に収められている、詩“The　Cold　Heaven”
（1912）を「最も印象的な詩」、「形而上詩人たちに負っていることが明
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らかな詩」と評価する。その一節、“heaven　l　That　seemed　as　though　ice
burned・and・was・but・the・more・ice”（p．316）のオクシモロン的表現を「エリ
ザベス朝の形而上的炎と氷」とみなしており、既にDonneの影響がこ
の詩に及んでいると考えている’°）。
　ここで考えねばならないことは、この1912年に焦点を当てることが出
来るのなら、同じ様にこの年に書かれたYeatsの詩“A　Coat”（1912）と
Donneとの間に、象徴的な符合を読み取れるのではないかということで
ある。Yeatsはこの詩で、後にEliotが「ラファエロ前派の薄明」と椰楡
する、それまでの装飾的技巧を捨てることを宣言する。この詩は二年後
に出版された詩fi　Responsibilities（1914）に収められたことから、　Henn
がDonneの影響があるとした“The　Cold　Heaven”よりも後に書かれたと
考えられる。この詩集において、Yeatsの詩法の変化が明確に認められ
るというのは、多くの批評家の一致するところである。
　例えばE．B．　Loizeauxは、劇場活動を通じて、　Yeatsは「絵画の段階
から彫刻のイメージ」への変貌を遂げたとするが、やはりこの詩集を後
期の活動の始まりと位置付けている！1）。“A　Coat”が結びを別にすれば、
この詩集の最後に置かれていることは非常に興味深い。まるでYeatsが、
読者に、コート（装飾的技巧）を脱ぎ捨て、「裸で歩くこと」（walking
naked）が出来たか、問い掛けているように感じられるからである。し
かし、“The　Cold　Heaven”にしろ、“A　Coat”にしろ、　Grierson版の後に書
かれたとするのは憶測の域を出ないことに注意して置かねばならない。
ただDonneの評伝を書いたE．　W．　Gosseや、　Donneをシンボリストとし
て崇拝したArthur　Symonsとの交流から、以前からYeatsはDonneに親
しんでおり、その素地は充分出来あがっていたのである。
3．YeatsのDonne理解
A．G．　Stockは、　Yeatsの恋愛詩を述べる際、　Donneを引合いに出す。
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Yeatsは深く人を愛し、それを詩に表わすことで、恋愛感情を感じたが、
DonneやShakespeareのように、恋愛詩を、自己に問い掛けることで作
りはしなかったと、ただ美しい詩を作り上げたと、Stockは論じるのだ。
その理由として、当時Yeatsが、詩は具体的な経験について書かれるべ
きと考えていたにも拘らず、その恋愛詩はそれに反していたとしている。
また、「宗教においても、気質においても、YeatsはDonneと全く違う
が、二人は感覚で体現される、精神的な現実味を見付ける必要を共有し
ていた。しかし、Donneは放蕩でスタートを切り、Yeatsは禁欲的な理
想主義でスタートを切った」とStockが指摘するように、二人の恋愛詩
はそこから決定的に違うものとなっているのである12）。だが、これもC．
S．Lewisの言葉を借りて表わすのなら、「女性に関する『冷笑主義』と
『理想主義』は、同じ枝に実った双子の果実　　一つのものの陽極と陰
極である」に過ぎないのだ且3）。
　Donneの恋愛詩の特徴はdialogueにあるとよく言われるが、　A．　S．
Byattは、小説Possessionの中で、　dialogueではなく、より曖昧なcon－
versationを用い、「恋愛詩において、男女間の真の会話を描こうとして
いるかに見える詩人も、確かに存在する。たとえばDonneがそうであ
る」と作中人物の一人に言わせている’4）。Lewisは、　Donneの恋愛詩の
詩法は二つの詩法の組み合わせだと言う。一つは、Dante　Alighieriから
Spenserに受け継がれた流麗な詩法、もう一つは、　Thomas　Wyattが得意
とした平易な詩法である’5）。この二つを合わせ、Donneは男女間のdia－
10gueを、　conversationを表現したのだ。
　P．G，　Pinkaが指摘するように、　Donneは、対話者に架空の恋人を想定
し、詩“The　Ecstasy”でdialogue　of　oneと呼んだ、一人の人間の中で行わ
れる対話を成立させる’6）。「Danteが詩に弁証法を付け足した」と考えた
ように、Yeatsは、正と反、善と悪、真と偽、肉体と精神、美と醜とを
止揚することを、Danteから学んだとも考えられる。だがYeatsは、そ
れ以上をDonneから学んだのではなかろうか。彼の対話詩も架空の対
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話者を想定し、selfとanti－selfのdialogue　of　oneを行う。その多くが後
期の活動の中で書かれているのは、Donneの恋愛詩での展開の構造を、
換言すれば、二つの魂が最終的には溶け合って、高次の一つの魂になる
というネオプラトニズムのメタフィジックスを学んだからではなかった
か。Yeatsにとって、対話詩は、戯曲と同様、「人生の労力と、多くの
事柄問での交渉とで鍛えられた精神の創作」であって、彼も究極的には、
それらを通じてUnity　of　Beingを目指したのである17）。
　ここで、幾らか背景となる、伝記的な部分を押えておく必要があるだ
ろう。そうすることで、Yeatsがロマンティシズムからモダニズムへ変
容した時期を、Loizeauxの言う、Yeatsが演劇活動に没頭した時期を、
概観することが出来るからだ。表1【略年表】を参照して頂きたい。
　Yeatsの恋愛詩はほとんどが、　Maud　Gonneに捧げられている。その
GonneにYeatsが出会ったのは、1889年、彼が23歳のときであった。こ
表1【略年表】
0
／
3
n
6
凸
ソ
8
8
1
1
1896
1899
1903
1906
1908
1909
1912
1917
1919
1921
1928
Meets　Maud　Gonne．
The　1～ose　published．
（1I　includes‘The　Lake　Isle　of　Innisfree．”）
Meets　Lady　Gregory．
The　Wind　A〃tong　the　Reeds　published．
Maud　Gonfie　marries　John　MacBride．
Ideas　of　Good　and　Evil　pub塾ished．
In　the　Seソen．　Woods　published．
Abbey　Theatre　opens　with　On　Baile　’s　Strand．
Discoりeries　published．
The　Co”ected　iVorks　published．
Meets　Ezra　Pound．
Grierson’s　Poems　ofJohn　Donne　published．
The　Green　Hel〃昭t　and　Other　Poe〃ls（Macmillan　ed．）published．
（It　includes‘‘The　Cold　Heaven．”）
writes“A　Coaし”
Responsibilities　published．
（1I　includes‘‘A　Coat．”）
Manies　Georgie　Hyde－Lees．
The　l4iild　Swans　at　CDote　published．
ルfichael　Roberts　and　the　Dancer　published．
The　Towerpublished．
（It　includes‘‘Sailing　to　Byzantium．”）
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の出会いで彼の運命は、公私共に劇的に変化する。そして96年に
Gregory夫人の知己を得、彼女から農民の素朴な言い回しを学び始め
る18＞。MacNeiceは二人のことを次のように言う。「GonneはYeatsをア
イルランドの政治に導き、少し後でGregory夫人は劇場に駆り立てた。
Gregory夫人の影響は、ある程度Gonneのを弱めたが、両者共に不安と
現実問題の雲を引き連れて来たのだ。このときから、YeatsがSolitary
Spiritを具現するのは難しくなる。彼は人間社会と関りを持たねばなら
なくなったのだ」と191。
　1903年2月にGonneが結婚したことで、彼の青春の夢は破れ去り、
気の早い評論家は翌月に出たエッセイ集Ideas（of　Good　and　Evilにその影
響を感じられるとしている。ただこの出来事がその後の作品に多大な影
響を及ぼしたのは事実で、特に三年後の断片集Discoveriesは、詩法変
化の端緒になったとも言われる。また1904年からの10年間は、後に
“Theatre　business，　management　of　men”（p．260）と罵ったアビー座の活動
に没頭する。1908年にThe・Cotlected・Worksが出版されたとき、Yeatsは、
既に、詩人として終ってしまったとの噂が世間では流れ、本人もその頃
の日記に自分の「仔情詩的な才能」は失われたと書いているが2°）、現代
詩人への萌芽はこの期間に育まれたのであって、この後彼はPoundに
出会い、そしてGrierson編のDonne詩集を知るのである。
　もう少しYeatsのDonne理解を追っていくことにする。1918年に書か
れた詩“To　a　Young　Beauty”の最終連には、“There　is　not　a　fool　can　call　me
friend，／And　I　may　dine　at　journey’s　end／With　Landor　and　with　Donne・”
（p．336）とある。ここでDonneと並べられたW．　S．　Landorに、ついて、
Yeatsは、その前年に書かれたエッセイの中で、「若き日以来、自身の
活力が如何に脆くなってきたかを知れば、愛憎を抱き、愚かながらも人
に屈せず暮らし、すごく長生きし、ミューズの愛顧の他は全てを失った
Landorを、たとえ真似ようとしても、果たして出来るだろうか」と言
っている21）。またAVision（1925；新版1937）には、　LandorはVision　of
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Evilを全く知らないShelleyに比べ、微かにではあれ抱いていた詩人と
ある。YeatsにとってLandorは、　Donneと同様、「現世を絶え間ない闘
争」と捉えられる詩人であったのだn）。
　またYeatsは、　ShelleyとDonneを比べ、次のようにも言っている。
「Donneは好きなだけ形而上になることが出来たが、　Shelleyがしばしば
そうであったようには、非人間的にもヒステリックにも決して見えなか
ったのは、好きなだけ形而下になり得たからである。そしてその上、も
し私たちがVision　of　Evilを回復することが出来ないなら、誰が形而上
的なものを渇望し、誰の舌が乾くのだろうか」とas）。
　初期のYeatsは、　ShelleyとSpenserを真似ることで詩を書き始めたが、
特にPrometheus　Unboundは彼にとって聖典であった。だが今や、彼は、
Shelleyに、そして自分の詩に、欠けていたものを、即ち、　Vision　of　Evil
を、LandorとDonneの中に見出したのだ。　Ellmannは、先に引用した、
“To　a　Young　Beauty”の一節について次のように述べている。「苦々しさ
をよく味わって、Yeatsは自分の初期の詩を真似る者たちを、　J．　M．
Syngeの劇をやじる群集を、アイルランドのロマンティックな調子の欠
落を軽蔑する。若い頃したように、自分を同郷の詩人たちの中で順位付
けるのではなく、LandorとDonneといったより関係の薄い詩人たちと
の繋がりを主張する」と24）。この詩でのfoolは、“A　Coat”の中のfools
と呼応すると考えて、間違いないだろう。
4．悪のヴィジョンの回復
　では次に、YeatsがDonneを手本にして、どのように、従来蔑ろにさ
れてきたVision　of　Evilを回復し、自己を表現したのかを具体的に詩を
論じることで見ていくことにする。ここで取り上げる詩は、後期を代表
する詩“Sailing　to　Byzantium”である。彼はこの詩を1926年の秋に書き上
げるが、同年2月、Griersonに手紙を出し、「あなたのDonneを再び読
114
YeatsのモダニズムとDonneの影響（土井　雅之）
み、もう彼をdone（完了した）と綴れます」、「先月の問はずっとあな
たの本を小卓の上に置いていたのです」と、Donneに並々ならぬ関心を
示している25）。手紙にあるように、それはOedipusのコーラスを書き換．
えるためだが、翌年出来あがった詩“From‘Oedipus　at　Colonus’”の最終
行、‘‘The　Second　best’sagay　goodnight　and　quickly　turn　away．”　（p．459）　を、
「出来の悪い．ギリシア風ですが、出来のよいエリザベス朝風です、そう
あらねばならないのですが」と、Olivia　Shakespearへの書簡（3月13日）
で満足気に記している26）。では、Donneへの関心は、この詩にどのよう
に表れているのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　I
That　is　no　country　for　old　men．　The　young
In　one　another’sarms，　birds　in　the　trees
－　Those　dying　generations－at　their　song，
The　salmon－falls，　the　mackerel－crowded　seas，
Fish，　fiesh，　or　f（）wl．，　commend　all　summer　long
Whatever　is　begotten，　born，　and　dies．
Caught　in　that　sensual　music　all　neglect
Monuments　of　unageing　intellect．
　　　　　　　　　　　　　II
An　aged　man　is　but　a　paltry　thing，
Atattered　coat　upon　a　stick，　unless
Soul　clap　its　hands　and　sing，　and　louder　sing
For　every　tatter　in　its　mortal　dress，
Nor　is　there　singing　school　but　studying
Monuments　of　its　own　magnificence；
And　therefbre　I　have　sailed　the　seas　and　come
To　the　holy　city　of　Byzantium．
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　　　　　　　　　　　III
Osages　standing　in　God’s　holy　fire
As　in　the　gold　mosaic　of　a　wall，
Come　from　the　holy　fire，　peme　in　a　gyre，
And　be　the　singing－masters　of　my　soul．
Consume　my　heart　away；sick　with　desire
And　fastened　to　a　dying　animal
It㎞ows　not　what　it　is；and　gather　me
Into　the　artifice　of　etemity．
　　　　　　　　　　　IV
Once　out　of　na田re　I　shall　never　take
My　bodily　fbnn　from　any　natural　thing，
But　such　a　foml　as　Grecian　goldsmiths　make
Of　hammered　gold　and　gold　enamelling
To　keep　a　drowsy　Emperor　awake；
Or　set　upon　a　golden　bough　to　sing
To　lords　and　ladies　of　Byzantium
Of　what　is　past，　or　passing，　or　to　come．（pp．407－8）
　この詩を選んだ理由は二つある。第一に、前述した、前期を代表する
“The・Lake　lsle　of・lnnisfree”と同じく、一見この詩が、依然としてヴィク
トリア朝詩の特徴の一つであるescapismを、継承しているように思え
るからである。しかしながら、その第一行目で“That　is　no　country　for　old
men．”と、“A　Coat”で自分の詩風を否定したように、それまで常に、彼
の想像力の源泉であったアイルランドを否定する。遡ること13年前の、
1913年に書いた詩“September　lgl3”の中で表した、“Romantic　Ireland’s
dead　and　gone”（p．289）の思いはここに極まったと言えよう。Greavesも
注目しているように、Yeatsは、　Griersonの本を読んでいる当時、イン
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タビューで「功利に悩まされる現代から離れること（separation）を、
17世紀のイングランドの作家たちを学ぶことで見出した」と話している。
escapeとseparateの違いは大きく、separationはMacNeiceの言う
Solitary　Spiritと同義と考えられる。その意味は、それ程高く評価されて
いない最終連を見ることで明らかになるだろう。
　第二の理由は、Griersonへの礼状に興味深い一文があるからである。
先程の引用に続いて、「Donneのpedantryとobscenity　彼のエデンの
岩盤と地層　　は、私たちと同じただの人間が神を見たことを、より一
層確信させてくれます」と述べている2’）。ここで特に着目したいのは、
Eliotとは違い、　YeatsがDonneのpedantryとobscenityに関心を持ち、
彼を我々と同じ一人の人間に過ぎないと確信していたことである。つま
り、YeatsはDonneの人間臭さに惹かれているのだ。故郷を否定した
Yeatsが、代りにその詩作の源としたのは、前期の詩ではタブーでもあ
った、pedantryやobscenityなどの自分の人間的側面なのだ。
　Yeatsは、40歳になる前年に上演した戯曲On　Baile　’s　Strand（1904）に
おいて、彼のanti－selfと考えられる主人公に、“I　have　no　child”と悲痛な
叫びを上げさせるas）。またResponsibilitiesの序詩の、　Eliotが「偉大な詩
行」と称えた一節、“Pardon　that　for　a　barren　passion’s　sake，／Although∬
have・co〃ie　close　onforり1－nine，〃have・no・child”（p．270）では、自分の年齢
を明記し、barrenには「生気のない」と「子を儲けない」の二つの意味
を含ませる。Yeatsは1917年にGeorgie　Hyde－Leesと結婚したことで、
「責任」から逃れることが出来たと同時に、AVisionの序文で示したよ
うに、彼女の霊媒の力を借りて、much・better・educated・manになる切っ掛
けを得、それを詩に表わせたことを誇っている29）。pedantryと同じ行為
を行っているのだ。だが、老人となったYeatsの歎きは弱まるところを
知らず、それが形となったものの一つが、この“Sailing　to　Byzantium”な
のである。
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5．可想界に挑む老人
　第二連からは、確かにLeavisがヴィクトリア朝詩人の現実への抗議
手段としたprotest　of　withdrawalと同じものを感じられる。この詩の草
稿段階を考慮すると、この連は「航海」に重点が置かれていたことがわ
かる3°）。「航海」を通じて段階的な成長を遂げたとすれば、第三連の
「祈願」、第四連の「変貌」と、その後の展開に見事に繋がっただろう。
しかし、Yeatsは、決定稿では第二連で「老人」を読者に強く意識させ
る。そして、第一連では「必滅」よりも「若者」を強く感じさせるの
だ。
　第一連の、アイルランドとYeatsとの距離の隔たりを感じさせる、指
示詞ThatやThoseは、同時に、詩人の祖国に対する侮蔑の眼とその瞳
に潜む憧憬を示している。Yvor　Wintersは、　Yeatsが指示詞を必要以上
に使い過ぎると非難するが31）、その使い方はやはり秀逸なところがあり、
例えば詩“Easter　1916”（1916）でのthisは、処刑された16人との距離の
近さを示しつつも、淡々と客観的に彼らを観察しているように聞こえ
る32）。それ故、愛国主義者の反感を買うことになるが、Donneとの比較
を試みるなら、詩“The　Flea”のthisの使い方と比べられるだろう鋤。こ
こでも詩人は、非常に近い視点で観察を試みているのだ。
　この連の三行目、Those　dying　generationは、オクシモロンであると同
時に、六行目と共鳴することで性的意味合いを響かせる。dyingは「性
的絶頂に達する」という意味でも用いられ鋤、generationは「世代」と
は別に、「生み出すこと」の意味がある。詩“Leda・and・the・Swan”（1923）
でもこの意味でdeadが用いられる。白鳥の姿をしたZeusに陵辱される
Ledaは、その最後の瞬間にギリシア文明の歴史を見るが、“A　shudder　in
the　loins　engenders　there　l　The　broken　wal1，　the　buming　roof　and　tower　l　And
Agamemnon　dead．”（p．441）の三行はそれを表わすと同時に、その行為
　　　　　mu
の描写にもなっている。
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　engenderは、「引き起こす」という表面的な意味の背後に、「子をもう
ける」の意味があり、broken　wallは女性を、　buming　roof　and　towerは男
性を表わす。詩“Crazy　Jane　Grown　Old　Looks　at　the　Dancers”（1929）の
二行、‘‘Did　he　die　or　did　she　die？／Seemed　to　die　or　died　they　both？”
（p．514）は、より明確な例になるだろう。このdieは16、17世紀によく
使われ、Donneも詩“The　Canonization”や“The　Paradox”などで用いてい
る35）。そしてまた、この第一連の様々な動物が満ち溢れる様子は、
obscenityを強く感じさせるのだ。
　Yeatsはそれに嫌気が差し、旅立った筈だが、第三連では心に潜む
desireやanimalを認めない訳にはいかず、賢人たちに焼き尽くしてくれ
と呼び掛ける。この連でひたすら続く祈願の切実さは、その二つが心に
占める割合の高さに比例するのだろう。第四連ではそれらが望んだよう
に浄化されたものの、完全に純化されたsoulは置物の鳥として描写さ
れている。T．　S．　Mooreが手紙で「君の詩は、はじめの三つの連は素晴
らしいが、第四連にはがっかりします。なにしろ、このような金細工の
鳥が人の体と全く同質のものであり、特にHomerやShakespeareのよう
に、過去、現在、未来を、紳士、淑女に歌うのですから」とYeatsに注
意したように、魂は黄金細工の鳥に成り下がり倭小な存在に見える36）。
彼はこの指摘を受け、後に詩“Byzantium”（1930）を書くのだが、しか
しこれこそが暗示したかったことではないのだろうか。
　黄金細工のformを取る際、　takeという意識的な動詞にshallという強
い意志を表わす助動詞を付けるのは、少し滑稽なように思える。これは
多くの批評家が非難してきたことだが、Yeatsはこの滑稽さを幾分演じ
ていたのではなかろうか。彼は注で「ビザンティウムの皇宮では、金と
銀で出来た一本の木があり、歌う人工の鳥がいると何処かで読んだこと
がある」と述べており（p．825）、これはH，C．　Andersenの童話
“Nightingale”であると言われている。しかしながら、この話は、精巧な
細工の鳥よりも、森に住む自由な精神を持ったナイチンゲールを称えた
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ものであり、それを踏まえているのなら、desireやanimalの消え去った、
理想であるべきsou1は、黄金細工の鳥と同じだとの戸惑いが強く感じ
られる。この連の六行目を見ると、それはよりはっきりする。置物の鳥
になったsoulは、動詞setの客体であり、更にpassiveな立場に疑めら
れるのだ。
　しかし、soulは、動詞singでは一気に客体から主体となり、たとえ
「枝の上に置かれ」ても、歌おうとするpassionを力強く示す。　Yeatsは、
ヴィクトリア朝詩を論じた際、Leavisがその特徴を余すところなく示し
ていると言ったMatthew　Arnoldが、　Empedocles　on　Etnaを1853年の詩集
から取り除いたことに共感を覚え、passive　sufferingは、詩のテーマに
ならないと述べている。この言葉から判断して、この連の状況は、
Yeatsにとってsufferingではないのである。また彼は、ヴィクトリア朝
文学の苦悩は、17世紀の終りに「機械化された自然」の前に人がpas－
siveになったことに由来すると述べており、彼にとってpassiveな立場
になること自体が、詩人のあるべき姿ではなかったのである37）。Yeats
は“Byzantium”を書いたにも拘らず、　Arnoldのように“Sailing　to
Byzantium”を詩集から省くことは決してなく、その点を考慮しても、
意図を明確に示せたとの自信があったと考えられるのだ。
　鳥の姿をした精霊を、Yeatsは幾つかの戯曲や詩でも用いている。精
霊は、「幅の広い枝」にとまり「歌い続け」ようとしたり38）、「旋回し」、
「円を何度も描きながら」、「永遠に生きる者が彼らの精神に宿したこと」
を歌おうとしたりする39｝。Yeatsは、鳥の「飛翔」のイメージよりも、
「旋回」とsingという行為を重要と考えているが、「鳥」と「永遠性」
の結び付きは、父Johnと少年時代に読み、論じ合った、　John　Keatsの
詩“Ode　to　a　Nightingale”のimmortal　birdからの影響も感じられる。
“Sailing　to　Byzantium”の最後で、鳥となった詩人が歌おうとするものは、
ShelleyのHellasにおけるunconsum6d　thoughtや、　William　BlakeのSongs
of　Experienceの序詩におけるBardのエコーでもあるのだろう。
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　Yeatsが71歳のときに書いた、詩“The　Spur”（1936）では、自分の老
年にまとわりつくlustとrageが、　songへと駆り立てるとあり、この詩
は“Sailing　to　Byzantiu㎡’のテーマを集約したとも言える。　Eliotが、「本
質的には大部分の人々と全く同じ男の告白」と、YeatsがDonneを評し
たのと同じ様に、この詩を評価したのは興味深いだろう4°）。Stockが指
摘したように、1907年にGonneと肉体的に結び付いたことで、性に対
するYeatsの考えは変わったと言われるが4’）、それを表現することへの
恐れがなくなったのは、Donneという切っ掛けを得たからではなかった
ろうか。1916年前後に書いた、生前未発表の自伝の中で、Yeatsは、何
年もsexual　desireに苦しんだと言った後、初めて性衝動を覚えた体験を、
赤裸々に語っている42）。またEllmannの伝記は、想像力の枯渇を、性的
能力の喪失と結び付け、歎く詩人の姿を明らかにする43）。“The　Spur”の
中では、lustとrageを素直に認める老人の私をhorribleと思うかと、
Yeatsは問い掛ける。この相手は当時親しい関係にあった、　Dorothy
WellesleyやEthel　Manninであると言われているが、そういったものを
認められなかった、過去の自分への問い掛けにも思われるのだ。
　情念と煉獄での浄化をテーマに、Yeatsは作品を書くが、　Danteの
PaoloとFrancescaに倣った戯曲The　Dreaming（～f　the　Bones（1919）では、
主人公の若者は、死者の骨にこびりついた、恋人たちの情念が生み出す
幻像に惑わされる。これは詩“Three　Things”（1929）の中の、白骨と肉
欲の強烈な対照に受け継がれたが、Donneの詩“The　Relic”の一節、“A
bracelet　of　bright　hair　about　the　bone”を連想させる％また次の場面は、
エリザベス朝の視覚理論を踏まえた、Donneの“The　Ecstasy”と強い繋
がりを感じさせるのだ45）。
Young　Man．．＿Why　do　you　dance？
　Why　do　you　gaze，　and　with　so　passionate　eyes，
　One　on　the　other．．．？
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Youn8　Girl．　Seven　hundred　years　our亘ips　have　never　met．
Youn8〃肌Why　do　you　look　so　s駐angely　at　one　another，
　So　strangely　and　so　sweetly？46）
　恋人たちは、肉体を持たない彼らにとって、唯一の「生殖」（propa－
gation）である、見詰め合うことに拠って、それぞれの視線を絡ませ合
い、互いの眼を縫い合わせることで、手を握り合い、唇を重ね合う以上
に強く結び付いている。
　Yeatsは、晩年には、情念を浄化し切れず苦しむ霊を描く。1930年前
後に、Jonathan　Swiftをlast　passion　of　the　Renaissanceと評し、関心を抱
いている。詩“Swift’s　Epitaph”（1930）では、“Sailing　to　Byzantium”の
ように、Swiftはindignationを抑え、「安らぎへの航海」（sailed　into　his
rest）を出来るが、戯曲The　Words　upon　the　VVindow－Pane（1934）では死
後も胸を引き裂く程のpassionやindignationに悩まされるSwiftの霊が
登場する。そして、戯曲Purgatory（1939）ではより冷徹な眼でこの世
をさ迷う亡霊を描写する。主人公の老人は、母親の霊が最高に幸せなと
きに、どうしようもない酔っ払いの父親と迎えた、老人を身篭ることに
なる初夜を何度も繰り返すのを見て、性行為の中にpleasureを見出すこ
とがあるのか、pleasureとremorseのどちらが強いのかと問うのだ。こ
れらの作品は、Yeatsが、如何に情念が人を激しく突き動かし、容易に
消え去るものではないと考えていたかを裏付けるだろう。
6．おわりに
　Llllian　Federは、　Yeatsの初期の詩の完全な否定は、修辞的な気取りが
残っている“ACoat”においてではなく、晩年に書かれた詩“The　Circus
Animars　Desertion”（1938）でやっとなされたと解釈する。これは、
Yeats自身が“Sailing　to　Byzantium”の第二連で灰めかしており、ここで
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のtattered　coatは、“A　Coat”で脱ぎ捨てたものを、ぼろぼろにはなった
が依然として身に付けているとも読み取れる。Federはこう表現する。
「Yeatsが初期の詩で用いたイメージは、現実のあらゆる醜さ、破壊、
痛みから表れたが、それらのイメージが、最終的には詩人をそれらの場
所に戻したのである。そして、『梯子』が取り除かれ、神話やイメージ
の支えをなくすと、詩人は、『心の汚い艦縷切れと骨の店』を、自身の
人間的性質の疑いのない証拠を、彼の詩できっと不滅であろうとされた
全ての源を見るのである」と47｝。またDaniel　Albrightも、この詩で
Yeatsは、人生と芸術との間の壁を崩壊させようと、詩作の初期から努
めていたことを、この崩壊が芸術を真摯なものにしたことを示唆してい
ると指摘する48）。
　Yeatsは「旅路の終りに、　LandorとDonneと食卓を囲む」と言ってい
たが、“Sailing　to　Byzantium”でその旅を終らせることが出来なかったの
は確かである。だが、“ACoat”と同様、この詩は、　Donneから学んだ時
代からのseparationを成し遂げ、独自の苦難の道を歩き続けようとの決
意表明になっている。そして、Yeatsは、ここで否定した、自分の心に
潜むdesireやanimalを、それらに愚かれたselfをより深く見詰めるこ
とに拠って、生涯詩を吟じ続けたのである。
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This　other　man　1　had　dreamed
－Adrunken，　vainglorious　lout．（PP．392－3）
Donne’s‘‘The　Flea．”
Mark　but　this　flea，　and　mark　in　this
　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
How　little　that　which　thou　deny’st　me　is；
It　sucked　me　first，　and　now　sucks　thee，
And　in　this　flea　our　two　bloods　mingled　be＿．（Donne，　Donne　’s　Poetry，　pp．22－3）
　　　　　　mu
OED．（2nd　ed．）die，　v．i　L7．d．　To　experience　a　sexual　orgasm．（Most　common　as　a
poetical　metaphor　in　the　late　16th　and　17th　cent．）
例えば、詩“The　Canonization”には次の詩行がある。
We’re　tapers　too，　and　at　our　own　costSS／e，，
36）
37）
38）
39）
40）
41）
42）
We　can厩by　it，　if　not　live　by　love＿．（DQnne，　Donne　’s　Poetり～，　p．6）
Bridge，　ed．，　W．β．　Yeats　and　T．　Sturge　Moore，　p，162．
Yeats，　ed．，　The　Oxford　Book　ofル40dem　Ve　rse，　pp，xxxvi；xxvii．
cf，　The　King’s　Threshotd（1904），　Yeats，　Plays，　p．302．
cf．　The　Shadowy　Waters（1911）．　Yeats，　P’αy∫，　p．325．
Eliot，　On　Poetry　and　Poets，　pp．257－8．
Stock，　Yeats，　P．207．
Yeats，ルiemoirs，　pp．71－2．
125
学習院大学人文科学論集X皿（2004）
43）
44）
45）
Ellmann，　Four　Dub伽ers，　p．4α
Donne，　Do朋θ’5　Poθ〃フ，　p．30
Donne’s‘‘The　Ecstasy．”
Our　eye－beams　twisted，　and　did　thread
　　Our　eyes，　upon　one　double　sting；
）
）
）
戻
）
7
8
4
」
4
4
And　pictures　on　our　eyes　to　get　　　・
　　Was　all　our　propagation．（Donne，　Donne’s　Poetr：y，　p．30）
Yeats，　Ptays，　p．774，
Feder，　Ancientルlyth　inルtodern　Poetry，　PP．89－90．
Albright，　Theルflソth　A8ainst　Myth，　p，】75．
参考文献
Albright，　Daniel，　Theルfyth　A8ainst〃yth：、4∫∫配4y（ゾ｝’eats’s　lmagination’n　Old　Age．
　　（Oxf（）rd　University　Press，1972）
Be11，　Michae1，乙iterature，　Modernism　and”yth！βθ”ef　and　ResPonsibi”り］　in　the
　　Twen’ieth　Century．（Cambridge　University　Press，1997）
Bloom，　Harold，｝Jeats．（New　York；Oxfbrd　University　Press，1970）
Bridge，　Ursula，　ed．，　W：β，｝’ea’s　and　T．　Sturge　M「oorθ’Their　Correspondence，1901－37．
　　（London；Routledge＆Kegan　Pau1，1953）
Byatt，　A．　S，，　Po∬e∬’on’ARomance．（London：Vintage，1990）
Campion，　Thomas，　The　W∂rks（）f　Thomas　Campion．（Edited　by　Percival　Vivian，
　　Oxfbrd：Clarendon　Press，1966）
Donne，　John，　The　Poems（ガノo加Do朋e．2vols．（Edited　by　H．　J．　C．　Grierson，1912．
　　Reprinted，　Oxfbrd　University　Press，1968；1966）
　　　　　　　　　，John　Donne’s　Poetry．（Edited　by　A．　L．　Clements，　New　York：W．　W．
　　Norton，1966）
Eliot，　T，　S．，0ηPoetry　and　Poets．（London：Faber　and　Faber，1957）
　　　　　　　　　，‘‘Ezra　PQund．”Elra　Pound：ACo〃ection（）f　Critical　E∬oy5．（Edited　by
　　Walter　Sutton，　Englewood　Cliffs，　NJ．：Prentice－Hall，1963．　pp．17－25）
Ellmann，　Richard，　The　ldentめア（ゾ｝’eats．（London：Faber　and　Faber，［1964］）
　　　　　　　　　，Four　Dubl加θr3，（1982．　New　York：George　Braziller，1988）
Engelberg，　Edward，　The　Vast　Desi8n’Po惚η1∫in　W．　B．　Yea’∫’s　Aesthetic．（Universlty
　　of　Toronto　Press；1964）
Feder，　Lillian，Ancientルly’h　in〃odern　Poe’ζy．（Princeton　University　Press，1971）
Greaves，　Richard，　Transition，　ReceptionαηゴModeniism’n　W．β．｝’eats．（New　York：
126
YeatsのモダニズムとDonneの影響（土井　雅之）
　　Palgrave，2002）
Henn，　T．　R，，　The　Lonely　Tower：Studies　in’んe　Poe〃ッ（ゾW．　B．　y如∫5．（London：
　　Methuen，1950）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
Jeffers，　A．　Norman，　A　New　Commentary　on　the　Poems（～プW．　B．　Yeats．（Stanford
　　Unive！s孟ty　Press，1984）
　　　　　　　　　，and　A．　S．　Knowland，　A　Commentary　on　the　Coltected　P’ays（ゾW：B．
　　Yeats．（London：Macmillan，1975）
Leavis，　F．　R．，ノVevv　Bearin8s’ηEnglish　Poetり；：ASt”dy（～ブthe　Contemporaり；Situation・
　　（London：ChattQ＆Windus，1932）
Levenson，　Michael，　The　Co励ridge　Companion’o　Modernism．（1999．　Reprinted，
　　Cambridge　University　Press，2003）
Lewis，　C．　S．，　The　A〃θgoりP（）f　Love．（1936．　Reprinted，　London：Oxford　University
　　Press，1951）
　　　　　　　　　，‘‘Donne　and　Love　Poetry　in　the　Seventeenth　Century．”Clements，　ed．，
　　John　Donne’s　Poetry，（above．　pp．144－60）
Loizeaux，　E．　B．，｝セα∫5　and　the　Visual　Aπ∫，（1986．　Reprinted，　New　York：Syracuse
　　University　Press，2003）
MacNeice，　Louis，η～6　Po6砂（）f　W．8．｝セα∫∫．（London：Faber　and　Faber，1967）
Munro，」，　M．，Arthur　Symons．（New　York：Twayne　Publishers，［1969D
Pinka，　P，　G．，　The　Dialogue（）f　One：The　Songs　and　Sonnets（ゾJohn　Donne．（University
　　of　Alabama　Press，1982）
Sampson，　George，　The　Concise　Cambrid8e　History（）f　English　Literature．（Cambridge
　　University　Press，1970）
Stallworthy，　Jon，　Benween　the乙ines’｝ieats　’s　Poetry加theルtaking．（Oxford：Clarendon
　　Press，1963）
Stock，　A．　G，，　W，　B，｝’eats；伍∫Poetry　and　Thought．（Cambridge　University　Press，
　　1961）
Winters，　Yvor，“The　Poetry　of　W．　B．　Yeats．”W．β．　Yeats’　A　Critical　Anthology．
　　（Edited　by　W．　H．　Pritchard，　Harmondsworth：Penguin，1972．　pp．260－88）
Yeats，　W．　B．，　A脚わiographies．（1955．　Reprinted，　London：Macmillan，1979）
　　　　　　　　　，E∬ays　and　lntroductions．（London：Macmillan，196D
　　　　　　　　　，Explorations．（Selected　by　Mrs．　W．　B，Yeats，　London：Macmillan，1962）
　　　　　　　　　，The　Letters　of　W．β．　Yeats．（Edited　by　Allan　Wade，　London：Rupert　Hart－
　　Davis，1954）
　　　　　　　　　，Memoirs：Autobiography．（Edited　by　Denis　Donoghue，　London：
　　Macmillan，1972）
　　　　　　　　　，ルfytholo8ies．（1959．　Reprinted，　London：Macmillan，1970）
127
学習院大学人文科学論集）皿（2004）
　　　　　，ed．，　The　Oxford　Book　of　Modern　Verse，1892－1935．（Oxford：Clarendon
　Press，1936）
　　　　　，The　Variorum　Edition　of　the　Poems（～プW．　B．｝’eats．（Edited　by　Allt　Peter
　and　Russell　K．　Alspach，　New　York：Macmi】］an，1957）
　　　　　，The　Variorum　Edition　of　the　Plays　of　W．　B．　Yeats．（Edited　by　K．　Russell
　Alspach，　London：Macmillan，1966）
　　　　　，AVision，（1937，　Reissued，　London：Macm川an，1962）
出淵博，『イェイツとの対話』（東京：みすず書房，2000）
大浦幸男，『イェイツをめぐる女性たち』（京都：山口書店，1987）
日下隆平，『イェイツとその周辺』（岡山：大学教育出版，1999）
星野徹，『ダンの流派と現代』（東京：沖積舎，2000）
本田錦一浪編，『近代英文学への招待：形而上派からモダニズムへ』（東京：北
　星堂，1998）
宮内弘，『英詩の文体論批評：イェイツ、ラーキンを中心に』（京都：京都大学
　学術出版会，1998）
付記
本稿は、2003年11月15日に開催された学習院大学英米文学会大会において用い
た発表原稿に加筆、訂正を施したものである。
Yeats’s　Modemism　and　Donne’s　lnfluence
DOI，　Masayuki
　In　this　thesis，　I　will　consider　the　inHuence　H．　J．　C．　Grierson’sPoems　of／ohn
ヱ）onne　had　on　W．　B．　Yeats　when　his　writing　changed　from　a　Victorian　mode　to
a　Modernist　one．　It　has　o食en　been　said　and　taken　fbr　granted　that　Ezra　Pound
roughened　Yeats’s　diction，　that　ls，　modernized　his　style．　Through　the　times，
however，　literary　critics　have　come　to　reconsider　this　mythical　episode，　fbr　it　is
obvious　that　Pound’s　development　of　the　imagist　aesthetic　was　promoted　by
embracing　Yeats’s　purity　of　syntax　and　diction．　Indeed，　the　energy　of　this　twen－
ty－year　younger　poet　had　brought　about　great　changes　in　Yeats’screative　activ一
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ity，　but　this　influence　has　been　emphasized　to　such　an　extent　that　other　influ－
ences　which　should　not　go　unheeded　have　been　overlooked．　Therefore　I　would
hke　to　discuss　the　influence　of　Donne　on　Yeats　in　the　transitive　period，　which
has　not　received　much　attention．　In　the　first　half　of　this　paper　I　will　exam．ine
how　Yeats　received　Grierson’s　edition　of　Donne　through　his　letter　thanking
him　fbr　sending　it　to　him，　in　which　he　said，‘‘at　last　1　can　understand　Donne．”In
the　second　half　I　will　investigate，　by　discussing　his“Sailing　to　Byzantium，”
how　Yeats‘‘recover［ed］the　Vision　of　Evil，”which　he　noticed　Donne　pos－
sessed，　though　Shelly　lacked．
（人文科学研究科イギリス文学専攻　博士後期課程2年）
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